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1 はじめに 

Shimojo et al.（2003）は、2 枚の顔画像を自

由に観察しより魅力的な顔を選択する選好判

断において、判断に先立ち視線が選択側へ偏

る視線カスケード現象を発見した。さらに、

視線の偏りを再現するために 2 枚の顔画像を

左右に 300 または 900 ms ずつ交互に呈示し

たところ、眼球運動を行った場合にのみ選好

に偏りが生じたことから、眼球運動を要因と

する意思決定モデル（図  1）を提唱した。し

かし、マスキング効果を考慮した実験から眼

球運動は必要ではないといった主張（Bird et 
al., 2012）もあり、眼球運動の関与には議論の

余地があった。最近、片山・横井（2018）は

眼球運動に同期して刺激を動かす視線追従法

を用いて、網膜像を同一に保ちつつ眼球運動

の有無のみを変えて眼球運動の影響をより直

接的に調べたところ、眼球運動を伴う場合に

のみ選好が偏ったことから、眼球運動が意思

決定に影響すると改めて主張した。ただし、

予想とは逆に短く呈示した顔に選好が偏った

ことから、画面の制約による抑制的な眼球運

動が影響したのではないかと考察している。 
そこで本研究では、眼球運動が意思決定に

与える潜在的影響をより詳細に明らかにする

ことを目的とした。 
 

2 実験および考察 

実験 1 では、片山・横井の研究において見

られた抑制的な眼球運動を排除するために刺

激を円周上で回転移動させた（図  2）。その結

果、長く呈示した顔を選択した割合は、視線

を刺激へ動かす中心視条件では 54.1±6.14％

（SE、以降全て SE を示す）、視線を動かさな

い周辺視条件では 53.3±2.56％、視線を刺激

へ向けるが刺激が眼球運動に同期して動く眼

球追従条件では 59.6±5.81％であった。有意

差は見られなかったものの、Shimojo らの結

果と同様に長く呈示した顔を選択した割合が

約 60％と選好が偏ったことから、眼球運動が

選好判断に影響することが再確認された。さ

らに、眼球運動の回数について解析したとこ

ろ、回数に比例して選好の偏りが増加する傾

向が見られた。  

 

そこで実験 2 では、顔画像を 900 ms 呈示し

ている間の呈示頻度を 1、2、4、6 回と変える

ことで、眼球運動の回数を統制した。その結

図  2 実験 1 の刺激例 
 

図  1 Shimojo らの意思決定モデル 
 



 

 

果（図  3）、呈示頻度が 2、4 回条件において

50％よりも選択割合が有意に高く、6 回条件

では有意傾向が見られたことから、サッカー

ド数に比例して長く呈示した顔を選択する割

合が上昇することが明らかとなった。Shimojo
らは眼球運動が一定数以上であれば効果に差

はないと主張しているが、彼らの実験では眼

球運動の回数は基本的にペア間では互いに同

数であった。一方、実験 2 では眼球運動の回

数が長く呈示した顔に偏っているため、眼球

運動を繰返すことで単純接触効果が増大し選

好が偏ることは意思決定モデルとも矛盾しな

い。  
 

これまでの実験では、刺激の呈示頻度に加

え呈示時間にも偏りがあった。そこで、実験

3 では、刺激の呈示頻度は異なるが合計呈示

時間を 900 ms（300 ms×3 回または 900 ms×
1 回）とすることで、刺激の呈示時間と眼球

運動の回数の関係性を検証した。その結果、

長く呈示した顔を選択した割合は、中心視条

件では 52.9±4.90％、周辺視条件では 48.5±
3.70％となり、有意差は見られなかった。しか

し、実験 2 の全条件と実験 3 の中心視条件に

おいて、ペア間で多く選択された側の選択割

合を比較したところ、実験 3 の中心視条件に

おける選択率（75.6±2.31％）が実験 2 の全条

件（68.4±1.43％）よりも有意に高かった。こ

れは実験 3 において顔画像を合計 900 ms 呈

示することで、意思決定モデルにおける認知

評価システムの重みが大きくなり、眼球運動

による影響が相対的に低下した可能性が考え

られる。  
実験 4 では、一定方向に眼球運動させるこ

とで抑制的な眼球運動の影響について検証し

た。その結果、長く呈示した顔を選択した割

合は 50.5±3.23％であり、有意差は見られな

かった。ただし、眼球運動の統制が充分でな

く、眼球運動の意図を制御出来なかった可能

性があるため、意図の影響についてはさらな

る検証が必要である。 

 
3 まとめ 

眼球運動が意思決定に与える潜在的影響に

ついて検証した結果、意思決定モデルで示唆

されている眼球運動の有無のみならず、その

回数や注視時間も意思決定に複合的な影響を

与える可能性が明らかとなった。一方、抑制

的な眼球運動の影響に関しては、引き続き検

討が必要である。  
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図  3 長く呈示した顔を選択した割合 
なお、チャンスレベル 50％との t 検定

にて、* : p < 0.05, ** : p < 0.01, † : p< 0.10
を示す。  

 
 


